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１０月７日（土）、とてもさわやかな天気の下、秋季大運動会を実施しました。今年度の運動会の全体スロー
ガンは、「一致団結！～心を一つに、最後まで突き進め～」です。当日は、上小の子どもたち一人一人の「元
気・やる気・勇気」が様々な場面で発揮されました。そして、一人一人が最後まで力一杯がんばる姿、みんなで
力を合わせてがんばる姿がたくさん見られました。また、今年度から１・２年、３・４年、５・６年のブロックごとの種
目を取り入れ、練習からブロックで活動しました。その成果がブロック内での子どもたちの繋がり、協力する姿に
も表れました。上小の子どもたちのがんばりを紹介します。
１・２年生は、「玉入れ」で力一杯投げたり、「折り返しリレー」で最後まで全力でダッシュをしたり、元気いっぱい

に活動しました。大きな声を出して各競技の応援をし、運動会を思いっきり楽しむことができました。
３・４年生は、「THE TAKEDA 武士」で持ち前の元気を体全体で表現し、大きなかけ声とともに力一杯踊ること

ができました。「ぐるぐるタイフーン」では、仲間と声を掛け合い、力を合わせて活動する姿が素敵でした。
５・６年生は、上級生としてのプライドが各競技で見られました。「上小１５０年の絆 南中ソーラン」では、５・６
年生の迫力ある演技が会場の方々を魅了しました。また、最後のエールの場面では、６年生より上小、下級生
を愛する思いが、５年生からは６年生への感謝の思いが、大きな声とその姿で力一杯表現されました。
上小の子どもたち一人一人が運動会の活動を力いっぱいがんばり、運動会を楽しむ姿がたくさん見られまし

た。そして、最高の上小の運動会をつくり上げることができました。保護者の皆様、地域の皆様のご協力に改め
て感謝申し上げたいと思います。

1 年生は、１０月１６日（月）に帝京科学大学に秋
の校外学習に出かけました。当日は、帝京科学大
学アニマルサイエンス学科と馬センターの学生のみ
なさん１１名、同大学教授の花園誠先生が学習支
援をしてくれました。
小グループに分かれて、馬センターでの体験活

動・小動物とのふれあい活動・自然体験活動（草
の迷路）をローテーションで実施しました。学生さん
の丁寧な支援・指導のおかげで、馬や小動物、秋
の自然にいっぱい触れることができました。友だちと
元気に、なかよく、楽しく過ごすことができました。

１･２年生「折り返しリレー」 ３･４年生「THE TAKEDA 武士」１･２年生「玉入れ」 ３･４年生「ぐるぐるタイフーン」

５･６年生「綱引き」３･４･５･６年生「リレー」５･６年生「上小 150 年の絆 南中ソーラン」 ６年生「エール！」


